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作業療法学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

⽇常⽣活活動学実習II 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
作業療法⼠は⽇常⽣活活動や⽣活関連活動を観察・動作分析して評価を⾏います。そして各動作と機能障害との関連を検討した上で、対
象者が各動作を習得できるように、その対象者の障害に応じた練習⽅法や介助者に対する介護⽅法を提供します。そこで本授業では、脳
⾎管疾患を中⼼にADL評価の結果から判断した障害レベルに応じた⽇常⽣活活動や⽣活関連活動の練習指導⽅法や介助指導⽅法について
わかりやすく演習を通じて解説します。

授業の目的
脳⾎管障害や慢性関節リウマチによって⽣活動作や⾏動に⽀障をきたした対象者のADL⾃⽴促進や介助量を軽減させるための評価、練習
指導⽅法を習得する。

学習目標
1.脳⾎管障害に対するADL評価・練習・指導技術について説明することができる。
2.脳⾎管障害に対するADL練習・指導法・介助法を模擬的に実施することができる。
3.脳⾎管障害に対する⽣活関連活動評価・練習・指導技術について説明することができる。
4.脳⾎管障害に対する⽣活関連活動練習・指導法・介助法を模擬的に実施することができる。
5.脳⾎管障害における動作⾃⽴や介助量軽減のために必要な福祉⽤具や環境調整を述べることができる。
6.慢性関節リウマチに対するADLおよび⽣活関連活動の評価・練習・指導技術について説明することができる。
7.慢性関節リウマチに対するADL練習・指導を模擬的に実施することができる。
8.慢性関節リウマチにおける動作⾃⽴や関節保護のために必要な福祉⽤具や環境調整を述べることができる。

授業計画

使⽤図書

担当教員名
今⻄ ⾥佳

対象学年 3 対象学科 作業

開講時期 後期 必修・選択 必修

単位数 1 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 講義・演習 今⻄ ⾥佳

2 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 起居移乗動作（１） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

3 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 起居移乗動作（２） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

4 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 起居移乗動作（３） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

5 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 起居移乗・移動動作 講義・演習 今⻄ ⾥佳

6 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 ⾐服着脱動作（１） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

7 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 ⾐服着脱動作（２） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

8 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 排泄動作（１） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

9 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 排泄動作（２） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

10 脳⾎管障害のADL評価・ADL練習 整容・⼊浴動作 講義・演習 今⻄ ⾥佳

11 脳⾎管障害の⽣活関連活動練習（１） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

12 脳⾎管障害の⽣活関連活動練習（２） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

13 脳⾎管障害の⽣活関連活動練習（３） 講義・演習 今⻄ ⾥佳

14 慢性関節リウマチのADL評価・ADL練習（１） 講義・演習 今⻄ ⾥佳 他

15 慢性関節リウマチのADL評価・ADL練習（２） 講義・演習 今⻄ ⾥佳 他

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

標準作業療法学 専門分野 ⽇常⽣活活動学・
社会⽣活⾏為学

濱⼝豊太 医学書
院

2014
年

4,200円＋
税

福祉⽤具・住環境整備の作業療法 ⽟垣努編 中央法
規

2013
年

3,800円＋
税



評価⽅法 
演習に積極的かつ意欲的に取り組む態度やレポート提出期⽇厳守を重んじます。
成績は8割が定期試験結果より評価し、2割がレポート内容・提出および授業態度より評価します。

履修上の留意点
１）3年前期終了までの⽇常⽣活活動に関連する科目は復習しておいてください。
２）毎回演習を実施しますので、動きやすい服装で出席してください。

オフィスアワー・連絡先
⽉曜⽇・⽕曜⽇ 12時15分〜14時 連絡先︓imanishi@nuhw.ac.jp
授業に関する質問や問い合わせがある場合には、メールアドレスまでご連絡ください。

参考書 ADLとその周辺第3版 伊藤利之、鎌倉矩⼦、⽔
落和也

医学書
院

2016
年

6,000円＋
税

その他の資料 配布資料


